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メディア情報
工学

生物資源
工学

A-1

情報通信シス
テム工学
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社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）

教科書・
教材

「哲学の謎」野矢茂樹著（講談社現代新書）

主体的・継続的学修意欲

応用力（実践・専門・融合）

授業概
要、方針、
履修上の

注意

ほぼ毎回、課題を課します。
学期の終わりには自分史を書いてシェアしていただきます。
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100

15

0

評価項目 0 0 60 40

セルフチェックレポート
その他（演習課題・
発表・実技・成果物

等）

20%

哲学や倫理学の問題について考える。
（機A-1,情A-1,メＣ-４, 生-2 )

目標との関連

基礎的理解 8560 25

達成度目標の評価方法 目標割合

西洋における世界観の変遷、東洋思想と
西洋思想の違い、東洋思想と西洋思想
の融合などについて説明できるようにな
る。（機A-1,情A-1,メＣ-４, 生-2 )

課題や討論への参加によって評価
する。

40%

自分の生き方や自分の人生について考
える。（機A-1,情A-1,メＣ-４, 生-2 )

発表によって評価する。

40%

総合評価
討論（授業中の意見発表、グループディスカッション）への参加、25%, レポート55%、自分史発表20%

科目目標
西洋における世界観の変遷、東洋思想と西洋思想の違いなどについて説明できるようになる。
哲学や倫理学の問題について考える。自分の生き方や自分の人生について考える。

後期

定期試験 小テスト

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

科目目標
達成度と
JABEE目
標との対

応

C-2 C-４ B-2

総合評価

全学科 選 学修 2単位

本科・専攻科
教育目標

JABEEプログラム名称

JABEEプログラム教育目標

科目達成度目標（対応するJABEE教育目標）

課題や討論への参加によって評価
する。

講義

授業形態 授業期間対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数

6004

教員名：青木久美
修正

技術職員名：

科目名 哲学・倫理学
英文表記 Philosophy and Ethycs 平成25年7月4日

科目コード
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ク
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期末 [2]

30

①
②

③

討論準備

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）

哲学・倫理学 西洋哲学史（現代） 課題、討論に備える

哲学 西洋哲学史（現代）宗教と科学、東洋の無と西洋の無、 課題、討論に備える、

各2時間×15回

10時間

備考欄

各2時間×10回

標準的所用時間（試行）

（共通記述）
・　この科目はJABEE対応科目である。　その他必要事項は各コースで決める。

発表準備
期末試験

学習時間合計 実時間 22.5

発表準備

心理学 自分史発表

課題に沿ったレポートを作成する

仏教とキリスト教など、西洋哲学史（中世、近代の芽生え）、 課題、討論に備える

哲学・倫理学 哲学の根本問題（自由と規範、言葉と経験など） 課題、討論に備える

哲学・倫理学 西洋哲学史（現代）

哲学・倫理学

課題、討論に備える、発表準備

哲学・倫理学 西洋哲学史（近代） 課題、討論に備える

哲学・倫理学・心理学 西洋哲学史（近代）、意識と無意識 課題、討論に備える

心理学 心理学の４つの勢力 課題、討論に備える

哲学 哲学の根本問題（私的体験など） 課題、討論に備える

課題、討論に備える

哲学、倫理学 西洋哲学史（古代） 課題、討論に備える

イントロダクション、哲学、 授業の進め方の説明、仏教の基礎 課題、討論に備える

哲学 西洋哲学史（近代の芽生え）、心とからだの関係 課題、討論に備える

哲学・倫理学 西洋哲学史（古代、中世）、西洋の宗教史

哲学 哲学の根本問題（意識と実在など） 課題、討論に備える

自学自習
（予習・復
習）内容

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容

授　　業　　計　　画


